
同値関係

Equivalence Relation

ある集合の元の間に「関係」が定められていて，元 aと元 bが関係があるとき

a ∼ b

と表し，関係がないとき
a 6∼ b

とかく．

例 1 aが bの約数であるとことを a ∼ bと定義すると，

2 ∼ 4, 3 6∼ 7

などと表せる．

定義 1 ある集合における関係 ∼ が次の 3 つの条件を全て満たすとき，同値関係 (equivalence relation) と

いう．

1. a ∼ a（反射律）

2. a ∼ b =⇒ b ∼ a（対称律）

3. a ∼ bかつ b ∼ c =⇒ a ∼ c（推移律）

例 2 整数の集合 Z において，a ∼ bを a − bが 7の倍数であることと定義すると ∼は同値関係である．
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